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1． 目  的  

装置をできるだけ簡易化して、施工錦を踵滅し、水の使用量を少くする目的で▼畜舎から沈   

澱水とともに排水されるふん尿汚水を、炉布走行型脱水機により圃液分離し＿その折液を二段  

酸化法監より処理する方法について試験を行った。  

2．試験方法   

仇 試 料  

豚ふんをd～12倍iこ希釈し、塩化凛二鉄と、消石灰を加えて脱水し．その折液を塩酸を  

加えてP．Hを調整したもので、その性状は蓑1のとおりであった。  

衰1  汚水の性状  

範  囲  平  均   
P．d   70 － 8．8   7d   

C．0．D  10d－ dOO  20∈i   

8．0．D  550－1．205  799   

蒸発残留物  1．000－5、5dO  4．425   

浮 遊 物   20～ 520   7A   

（勾 実簸装置  

実験装置は、周一1のとおりで材質は透明塩ビである。  

周一1 実 験 装 置  

孝   沈  

ツ  プ  

キ 槽   槽  キ 鱈   帯  

－50（孤一束－17（加速－－，－59cれ－－－一半jO（珊一半－5□mr   

為  東          渡    義 縮 槽 ／  ＼、芸      縮  
各部の容横ほつぎのとおりである。  

弟一パリキ槽  1鼠8β  鶉二浪縮槽  5．8g   

沈 殿 槽  10．4  虜ニノミ・ソキ槽  2フ「5   
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l封 設計諸元  

設計諸元はつぎのとおりである。   

1）1日処理量るOgrB・0」）1200ppm）  

2）8．U．D容積負荷15k少 B．0．D活泥負荷0．5畑  

5）儀一ノミ・・1キ槽MLSS6OOOpptn魂二′ミ・・′キ繕4．D O Oppm平均5100t］ppm  

4）滞留時間 量一′ミッキ槽5時間 裾一浪縮槽50分 尉ニバリキ槽A時間 鴇二浪縮槽  

A O分 沈瀕槽2．5－5時間  

5）汚泥返送 弟一波縮稽・→ 楊一バ・yキ槽 50％  

媚二濃縮槽 → 鋸一バツキ槽1D O％  

d）送風量 流入汚水最r8．0．D1200ppm）×55または流入B・け・Dlkクに対し  

て50ガ、儀一パtyキ槽：亀ニノ；｛′キ席7：5  

5．試験成績   

（1」汚水の最適負荷条件  

ノミゥキ措の水温が10℃以上の場合の処理実験の結果は義一1のとおりで、B．0．D－  

SS負荷とB．U．D除去率との関係を図示すると、l図－2のとおりであった。  

周一2  B．0．D－SS負荷と8．0．D除去率「水温1D℃以上）  
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B，0．D－SS負荷（KvB．（トD／Kg．SS・員）水温100c以上   



表－1汚水の処理実験結果（水温100c以上）  

鳳0．D「   

実輪転 水   汚 水  臥0」D    処嘉元  処理不  S．Ⅴ％    C．0．D   8．0．D  －SS     B．0．D   S．Ⅴ．l   「％）   

除去率   

u  510  て．ロ42  0．275   ” 1，275妄1占0   191  2D．5  42   70，2   

2  doo  975  D．20占  1．2A2 ≧ 225   2DO  57．0  ム1   一十▲ル  794   

5  2dD  940  D，25A    1，197巨1BO   1占5  55．0  74   82．9   

4  250  712  0，218  1・1dlい購   」⊥と  21．5  40  81．d   

d5   
7  1AO  512  0．D82  0・d5う∃1ロ0   5占  72．0  9〔】   5  27D  1．17D  0．28A  1．A90≧ 250   252   21．0 dl．D  竺」  80．1  d  255  7d2  0．118  0．972  125     7A  91．4                   92．9   
8  228   5D□  0．D77  0．770≧ 94   48  占ム．5  d4   90．2   

9  252   7（i5  0．115  tO42  喜112  55  5d．0  59   92．8   

1D  2JlO  81D  0．147  1．917胤   158  占D．0  4d   82．9   

皿  109  590  0．08d  0．870  72Jl  15  50．0  49   96．1   

12  5D9  1．081  0．129  1．575   90  91．る   

105   91．1   

14  212  812  ロ．D88  1、188   9d  d4  4d．ロ  54   92．1   

15  204  d97  0．075  1．420  12占  151  50．0  57   81．2   

1d  124  512  D．051  0．5A5   72  42  52，5  29   

17  247  850  0．04A  0．79D  117  75  4△．0  25   91．7                    9D．9  

汚水のB．0．D濃度は最低590ppmから最高1，170ppmの試料で、B．0・D  

－SS負荷0．D51～0．284枚／柑－SS・日、B．t）．D容積負荷0．545－1．917   

噂／炒．日の範囲で、負荷B．0．0馴臣次増加した場合の処理効率を検討した「この結  

果除去率90％以上期待できるB．J．D－SS負荷は0．15噂／畑－SS・臼以下であり  

⊥dLSS浪匪を非常に高く保つか、ばっ気崎聞を長くとらなければならなかった。   

J％12の場合、MLSSは崩一／ミヅキ槽11．000ppm、崩ニバrLIキ槽10▲240pp  

m、平均10・占15ppmであった。その場合の容横負荷は、1，575k9／ガ・日であった・、   

ノ拓18のようにSS負荷がD・15紬／kクーSS・日以下であっても・容頗負荷が1・575  

幅以上シこなり、滞留U寺問が短くなると除去率は低下した。  

バ・ソ気梱の水温が100c以下に低下した場合の実強結果は表－2のとおりで、B．0．D   

－SS負荷とB．0．D除去率との鴎係を図示すると、成一5のとおりであった。  
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図－5  月．0．D－SS負荷と6．0．D鹸去率r水温100c以‾F）  

r  

H（lrヽS■〟ト一日－じIlい′｝－ヂヽ▲‖ヽ ■∝l什て＝   

表－2  汚水の処理実験結果r水温1D℃以下）  
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汚水のE3．O．D濃度は最低550ppmから最高1．260ppmで、B．0．D－SS   

負荷ほD．059～0．2d5kg／極－SS・日、8．0．D容槙負荷は0．d90－2．901kg   

／オ・日範囲で、負荷B．0．Dを順次増加した場合の処理効率を検討した．水温10℃以   

上に比較Lて、β．0，Dの除去率ほ感く、いづれも50％以下であった。特に5℃以下に  

なると著しく低下した．、   

（21負荷率とS．Ⅴ．1の関係   

B．0．D－SS負荷とS．Ⅴ．tの鴎係な図示すると、図－A r水温10℃以上）、周   

一5（水温1D℃以下）のとおりであった。いづれの場合も汚泥の沈降也はよく、S．Ⅴ．  

1は8D以下であった。10℃以上の場合、8．0．D漉腱が高い汚水「8．0．D800   

ppm以上）の方が、低い汚水に比較して同一の負荷条件で、S．Ⅴ．1が低くたる幌向が   

みとめられた。  

1D℃以下の場合は、10℃以上に比較して汚泥の沈鍵盤がよくなる傾向がみとめられた。  

画一4  B．0．p－SS負荷とS．Ⅴ．1（1D℃以上）  

0山3    仙畠    ∩13   n1畠    0二2ユ    0ヱ8   

白0・D－SS－褐（砂／り・n）水温】いC以上  
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周一5  8．0．D－SS負荷とS．Ⅴ．1rl［∵C以下）  
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80王）SS良荷（や／晦・H）水温川●C以下  

4．研究成果の要旨   

辟布走行式脱水踏により、家畜ふん尿、汚水を脱水し・その折液を二段酸化法により地理して   

つぎの結果を得た。  

勘 汚水の水温10℃以上の場合、8．0．D除去率90％以上期待できる、B．U．D－S  

S負荷は、0．15kg／極SS・日以下であった。最初の設計値、0．5kク／k，SS・日に比較  

して4う．5％であり、▲ⅥLSS漉匿を非常に高く保つか、ばっ気時間を長くとらなければな  

らなかっナニ。   

（2JB．O．D－SS負荷0．15噂／kgSS・日以下で、J3．O．D除去率90％以上の場合   

のB．J．D容横負荷ほ1．575kg／ガ・日であり、設計値の91．占％であった。  

（5）水温1□Oc以下の場合－ B．0．D－S5負荷、0．D59～0．2d5kg／細5S・日の範   

囲で、浄化効果を検討したが、1D℃に比較して著しく悪く、B．0．D除去率は50％以  

下‾Pあった。  

拘8．0．D－SS負荷と5．Ⅴ．tの錮係は、同一の負荷条件で8．U．D濃度が高い汚  

水r800ppm以上）の方が低い汚水に比較して、S．Ⅴ．1が低くなる傾向が認められ  

穴：。  
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